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　現在、土木技術者の私が「土木」と出会ったのは、
小学生の頃です。母親の実家近くにある鷹泊ダム
に遊びに行き、当時、近くで大きな構造物を見た
ことがなかったため、ダムの規模の大きさに感動
し、「こんな構造物を自分でもつくってみたい！」と
思い、土木の道へ進むため、大学で土木工学を学び、
迷わず現在の会社を選択しました。
　現在の社会では、このような大規模構造物をはじめとする社会資本が整備され、人々が当たり前のよ
うに社会資本の恩恵を受けて暮らしている中、私の幼少時代のような感動を覚える子供達も少なくなっ
ているように感じられます。自分の小学生時代は、プラモデル作りに夢中でしたが、我が小学5年生の
息子のように、「モノづくり」にあまり関心が無く、ゲームに夢中になっている子が多いように思います。
近年、「理科離れ」の子供達が多く見受けられ、技術者の卵が減少してしまうのではないかと不安を感じ
ます。だからこそ「モノづくり」の楽しさや難しさを伝えて、子供たちに関心を持ってもらい、未来の技
術者を増やす必要があると感じています。近年、公共事業が減少していますが、北海道では社会資本を
必要とする地域もまだまだ多く見られます。また、団塊の世代の人々が退職し、技術者の数が急激に減
少しています。そのため、まだまだ多くの技術者を必要としており、私は、もっと経験を積んで、これ
からの若いひと達に技術を伝承できるようなエンジニアになれるよう日々努力していきたいと思います。
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　私は帯広市で生まれ育ち、その後、都会にあこ
がれ札幌へ出向き、ダム関係のコンサルタント業
務をほんのわずか経験したのち北海道庁に入庁し、
現在は函館建設管理部に勤務しています。
　この間、道央・道南・道北の日本海、道東のオ
ホーツク海、道南の太平洋と周り、漁港の整備な
ど専ら海洋土木関係の業務に携わってきました。
　入庁当時は、内陸で育ったこともあり、海の生物多様性とそのポテンシャルの高さに驚き、また、海
洋土木技術の困難さを実感しました。それからは、地元漁業者との対話などから漁港整備に関する意見
（苦情？）に耳を傾け、その都度、各々の気象・海象現象を捉えた新たな解析モデルや設計法の導入を追
従しているうち、いつの日か知識が染みつき、結果として現在に至りました。～（技術士の取得）
　海洋土木技術は、コンピュータ等の発展から急速に高度化が図られていますが、私はその技術に充分
に追いついていないのが実態であり、今後もスキルアップが必要であると感じております。また、そう
した技術や理念を実務に反映しつつ、併せて、技術者の育成にも努める必要があると考えています。
　今後も、昨今の社会事情・情勢から産業基盤・社会基盤整備に求められるニーズが多様化・高度化し
ているなか、それを確実に遂行する期待度も高まっていることを認識しつつ、引き続き地域の安定・安
心の確保のために貢献していきたいと思っています。
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